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　バイオ医薬品の生産開発拠点である宇都宮
工場内に建設した「バイオ原薬製造棟（ＵＴ
３）」がこのたび完成しました。治験薬製造
から初期商用生産までを一貫して支える自社
供給基盤の強化に向けて整備した施設です。
年に東京都北区の浮間事業所内に完成し
た初期開発用治験薬を製造するバイオ原薬製
造棟（ＵＫ４）とも連携し、治験薬製造から初
期商用に至るバイオ医薬品製造を担います。
　ＵＴ３では、バッチ方式と呼ばれる従来の
生産方式に加え、灌流培養などの連続生産が
可能な設備を実装しています。これは高難度
な抗体分子への対応を見越したものであり、
今後、開発品に応じた連続生産の適用を検討
してまいります。
　中外製薬工業では、スマートファクトリー
の実現を戦略の一つに掲げています。これは
ロボティクス技術、ＡＩ、製造データのデジ
タル技術を組み合わせることにより、生産性

の向上を行うとともにサプライチェーン全体
の高度化を図るものです。ＵＴ３においても、
この取り組みの一環として、生産スケジュー
ルにあわせて原材料を製造設備近傍に自動搬
送するシステムを導入しました。
　医薬品製造施設では、生産を止めることな
く安定的に稼働させることが不可欠です。Ｕ
Ｔ３には免震構造を採用するとともに、停電
時にも生産を続けられるよう、非常用電源を
導入しています。持続可能な施設を目指し、環
境に配慮した各種設備も取り入れています。
　ＵＴ３は現在進行中の試運転完了次第、稼
働する予定です。先に完成した注射剤棟（Ｕ
ＴＡ）に加え、このＵＴ３の完成により、宇
都宮工場では自社製品の早期開発と市販化に
向けた基盤が強化されました。当社の医薬品
を必要とされる世界中の患者さんのもとへい
ち早くお届けするため、安定した施設運営に
努めてまいります。

製造管理室休憩エリア航空写真（南東面）製造管理室

■工　　事　　名　　称：中外製薬工業株式会社宇都宮工場号棟バイオ原薬製造棟
（ＵＴ３）建設プロジェクト

■工　　事　　場　　所：栃木県宇都宮市清原工業団地番３号
■発　　　注　　　者：中外製薬工業株式会社
■設計・施工・監理：日揮株式会社
■敷　　地　　面　　積：，．㎡
■建　　築　　面　　積：，，㎡
■延　　床　　面　　積：，．㎡
■階　　　　　　数：地上４階
■構　　　　　　造：Ｓ造、免震構造
■工　　　　　　期：年１月９日～年５月日

　（写真提供：中外製薬株式会社）
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　本工場は、中外製薬の目指す治験薬製造から

初期商用生産までの一貫した自社供給基盤の強

化と、自社創製品の迅速な上市体制の確立に資

する、中期段階以降の治験薬製造および初期商

用のバイオ原薬製造を担う重要な施設です。

　治験薬から初期商用品への切り替えに加え、

培養工程ではバッチ式と連続式の両立にも対応

する、柔軟に組み替え可能なシングルユース設

備レイアウトを構築しました。また、シングル

ユースチューブのトレイを天吊り電動昇降式と

することで工程室内空間を有効活用し、生産性

向上を図りました。

　省力化・省人化については、資材や原料の自

動搬送設備を各所に導入するだけでなく、従来

は人が日々実施していた製薬用水のサンプリン

グ作業を自走式サンプリングロボットを開発し

自動化しました。また、中外製薬が掲げる省エ

ネルギーをはじめとする環境目標を達成するた

めに、太陽光発電パネルを可能な限り設置する

とともに、脱フロン対応、自然採光の積極的な

採用、廃熱回収システム、可変風量方式の空調

システムを導入し、サステナビリティにおいて

も付加価値の高い工場を実現しました。

　これらの設備をご活用いただけることを心待

ちにしながら、本施設で生産された革新的な新

薬を世界の患者様にお届けできることを願いつ

つお引き渡しさせていただきました。

　日揮株式会社　ＵＴ３　ＰＭ　望月　浩平
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